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開催にあたって

　本展示会はバブル全盛、 建築ブーム真っ只中の 1989年（平成元年）に、 わ

が国初の建築リフォーム ・ リニューアル（Ｒ＆Ｒ）の展示会としてスタートしまし

た。 当時から私達は、 将来発生するであろう膨大な建築ストックに対し（言葉こ

そ変化して来ましたが）リフォーム ・ リニューアル ・ リノベーションの必要性を

見越し、 時代に先駆けた企画で建築界全体に新しい時代の到来を予告してきま

した。

　今やわが国は、 住宅6,240万戸を超え、 非住宅建築1,200万棟の膨大なス

トックを有し、 加えて少子 ・ 高齢化社会を迎えて安定成長経済のもと、 ものへ

の投資から人への投資へとパラダイムシフトが求められ続けています。

　建築投資も新築中心から、 ストックの再生 ・ 活用へと大きく方向転換しつつ

あり、 この展示会の重要性はますます高まってきたと実感されます。

　これまでの四半世紀以上に渡る展示活動により、 建築再生の考え方、 設

計 ・ 施工技術、 関連材料 ・ 機器の普及に大きく貢献してきたと自負しておりま

すが、 建築再生は単に劣化した機能の回復を行う守りの対策にとどまるもので

はありません。 新しい時代の課題に応える手段として、 脱炭素、 省エネ ・ 省

資源、 防災、 安全 ・ 安心、 DX、 快適 ・ 健康、 長寿命を目標とし、 建築ストッ

クの再生 ・ 活用改修を通して新しい価値とライフスタイルを創造し、 多様な効

果を生みだす新分野と捉える必要があります。 そこで、 第28回を迎えるＲ＆Ｒ

建築再生展2024 は、 テーマを「GX ・ DX推進がひらく建築ストックの未来　ー

SDGs の達成に向けてー」とし、 出展社、 すべての建築関係者、 さらには関心

を持つすべての人々に、 ビジネスチャンスと情報を提供しようとするものです。

　関係各位におかれましては、 第28回Ｒ＆Ｒ建築再生展2024 に是非ともご出

展賜りますよう、 よろしくお願い申し上げます。

組織委員長

野口�貴文
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我が国 唯一のリフォーム＆リニューアル ・ リノベーションの

総 合 展 示 会

マンション管理組合 約4,000名が参加（前回）

Ｒ＆Ｒ建築再生展は、 建築再生に関するあらゆる分野の

優れた技術 ・ 工法 ・ 製品を一堂に集め、 当該分野に携わる人たちに

積極的な情報交換やビジネスチャンスを提供する展示会です。



【名誉会長】

村上 　周三（（一財）建築環境・省エネルギー機構 理事長）

【組織委員長】

野口 　貴文（東京大学 教授）

【組織副委員長】

坊垣 　和明（東京都市大学 名誉教授）

清家 　　剛（東京大学 教授）

【顧問】

本橋 　健司（芝浦工業大学 名誉教授、（一社）建築研究振興協会 会長）

【委員】（50音順）

青木 　　茂（大連理工大学 客員教授、青木茂建築工房 代表）

青山　 　勝（（一社）マンションリフォーム推進協議会）

赤司 　泰義（東京大学 教授）

安達 　和男（Adachi Archi Associate 代表）

安孫子 義彦（㈱ジェス 顧問）

阿部　 吉男（（公財）マンション管理センター 企画部兼業務部 部長）

今本　 啓一（東京理科大学 教授）

大塚 　雅之（関東学院大学 教授）

加藤　 耕一（東京大学 教授）

兼松　 　学（東京理科大学 教授）

川瀬 　貴晴（千葉大学 名誉教授）

橘高 　義典（東京都立大学 名誉教授）

河野 　　守（東京理科大学 教授）

小山　 明男（明治大学 教授）

近藤 　照夫（ものつくり大学 名誉教授）

呉　 祐一郎（（一財）ベターリビング 常務理事）

寺家　 克昌（（一社）日本建材・住宅設備産業協会 専務理事）

田中　 　淳（（公社）ロングライフビル推進協会 専務理事）

田辺 　新一（早稲田大学 教授）

田村 　雅紀（工学院大学 教授）

辻　　 康昭（㈱東京建物リサーチ・センター 代表取締役）

寺本 　英治（（一財）建築保全センター 理事、保全技術研究所長）

永井 　香織（日本大学 教授）

野原 　文男（㈱日建設計総合研究所 理事長）

広畑 　義久（(一社) マンション管理業協会 専務理事）

南　　 一誠（芝浦工業大学 名誉教授）

若林　　 徹（㈱長谷工コーポレーション 技術推進部門執行役員）

三原 　　徹（㈱テツアドー出版 会長）

組織委員

開催結果

来場者のご意見

○入場登録者数各日内訳○
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天気 気温 登録者数

官公庁・自治体・団体 設計・デザイン ゼネコン 不動産・デベロッパー

ビル経営 メーカー・ディーラー 専門工事業

マンション管理組合 他

ビルメンテナンス

学校関係 官公庁・自治体・団体
　5.9％

設計・デザイン
　　　9.7%

ゼネコン
12.5％

不動産・デベロッパー
　　10.3％

ビル経営　1.7％

メーカー・ディーラー
　　20.1％

専門工事業
　12.4％

マンション管理組合・
他
　　24.5％

ビルメンテナンス
1.9％

学術関係　1.2％

○3日間合計の内訳○

入場者数３日間合計
23,092（2022年度21,837）

28.2%

○情報が一度に収集できる。

○わかりやすかった。

○�今回の規模、ブース数は、個々の内容について知ること

ができ適宜であった。

○良い情報を得ることが出来てよかったです。

○次回も楽しみにしております。

○今後も参加したいと思いました。

○ 今回で２度目の参加となります。次回も参加しようと思う。

○�興味のある講義ばかりだったので、とても参考になりま

した。できれば企業ごとでの講義スケジュールをWebに

載せて欲しいです。

○非常に勉強になりました。ありがとうございました。

○�デモンストレーションがあるブースは、足を止めて聞き

たくなる。

○�建築物について実際の企業様からお話をうかがったこ

とが実演を通して大変勉強となりました。

○貴重な体験になりました。

○�個人として知識を得ることができ、最新の情報を入手す

ることが出来た。

○�大学の出展が多く驚きました。SDGsへの取り組みの

必要性を感じました。

○立体的な物を展示しているブースに興味がわいた。

○�建築全般の展示会のように出展社数をもっとふやして、

活気のある展示会として格上げして欲しい。叉、大学研

究の発表の場としても、もっとブースを大きくして研究の

成果を示して欲しい。

○もう少し規模を大きくして欲しい。

○大規模修繕設計・管理会社団体の参加・紹介を希望

○オフィスビル向けの内容も充実していただけるとなお良い！

○女性の働き場所を。

○新しい技術を案内して欲しい。

○EV充電対応、防災関連が欲しい。
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●名　　称　　第28回　R&R 建築再生展2024

●主　　催　　建築再生展組織委員会

●会　　期　　2024年（令和6年）6月12日㈬、13日㈭、14日㈮

●後　　援　　国土交通省・他110団体（予定）

●開場時間　　10：00～17：00（最終日は16：30まで）

●入 場 料　　1000円（招待券・事前登録者は無料です。）

●会　　場　　東京ビッグサイト東１ホール

●展示規模　　350小間（予定）

●来場対象　　  建築士・設計・デザイン　ビル経営者　マンション管理組合　専門工事業者　工務店　ビルメンテナン
ス　不動産デベロッパー　一般ユーザー　官公庁職員　学術関係者　学生　その他業界関係者

●出展項目　　 建築再生のための要素技術　リフォーム＆リニューアル ・ リノベーションに関する、 技術 ・ 工法 ・ 製
品 ・工具 ・ システム ・ DX ・ 提案（事例 ・作品 ・研究報告 ・活動報告）など

●スケジュール  2023年11月  ［出展募集開始］（出展社向け公式サイトスタート）

�� ▼

2024年1月末日  ［出展申込み早割り終了］（2024年2月末までの払込み）

�� ▼

2024年3月29日  ［出展申込み締切り］

�� ▼

2024年4月上旬  ［出展マニュアル ・ 来場者向けパンフ送付］

�� ▼� �（来場向け公式サイトスタート ・来場者事前登録受付開始）

2024年4月11日  ［出展料払込み期限］

�� ▼

2024年4月下旬  ［ブース設営 ・ 各種申し込み締切り］

�� ▼

2024年6月11日  ［搬入 ・ 設営］

�� ▼

2024年6月12〜14日  ［建築再生展会期］  

開催概要
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●ZEB、 ZEH改修　　  ●断熱改修
●内断熱と外断熱工法　 ●健康改修（スマートウェルネス改修）
●健康性、 快適性、 知的生産性に関する向上技術
●省エネ ・ 高効率設備機器技術　●エネルギー高効率化技術
●太陽光発電　●太陽熱利用システム
●コージェネレーション　●燃料電池システム　●LED照明
●断熱材　　●外断熱工法　●照明　●床暖房
●浴室暖房　●遮熱塗料　　●遮熱フィルム

カーボンニュートラル・省エネ改修

SDGs

災害対応・耐震・メンテナンス マンション大規模修繕・コミュニティ再生技術

防水・断熱・外壁・サッシ・扉改修

ＤＸ改修・未来社会に向けた最先端技術

次世代リフォーム担い手

行政・団体インフォメーション

その他配管・設備改修・設備技術

●超高層建物・マンションリニューアル　●マンション大規模修繕
●団地再生プロジェクト　●スマートハウスプロジェクト
●マンション１棟リノベーション　●ビルまるごと総合改修

●カーテンウォールリニューアル
●結露防止対策技術　　　　　　●屋上防水工法
●外壁タイル剥落防止技術　　　●外壁補修仮設工法技術
●マンション防災用扉改修技術
●マンションサッシリニューアル技術
●シーリング防水改修

●建築診断ロボット ●GPS ●AR、VR
●IoT技術・AI ●ドローン・診断ロボット
●アシストロボット ●赤外線解析技術
●スマートグリッド ●3Dプリンティング ●3Dセンシング

●空調設備　●換気設備　　●ハザードマップ
●エレベータ管理システム　●耐震補強技術
●外壁劣化診断技術　　●天井落下防止技術
●補強金具、 天井耐震　●２次部材　●超長周期振動対策
●設備落下 ・ 転倒防止技術　　●インスペクション
●長寿命化、 耐久性付加技術　●防水材　●補修材各種仕上材
●機能性塗料　●調査 ・ 診断　●設備診断技術　●設備診断
●躯体診断　　●耐震診断　　●外壁等各種劣化診断
●活断層マップ、 避難誘導設備　●家具転倒防止技術
●防災ガラスフィルム　●免震技術　●制振技術　●地盤改良
●非破壊検査技術　●各種計測機器　●各種メンテナンス技術
●各種クリーニング技術　●高耐久性塗料　●光触媒
●コーティング材　　　●防錆剤　　●シーリング材
●高耐久コンクリート　●震災対応　●防火技術

●高断熱化（二重サッシ、エコガラス、ヒートショック対策）
●地球温暖化対策（再エネ、太陽光発電、緑化技術、屋上緑化、壁
面緑化）　
●住み続ける街、建物（倒壊しない建築、リサイクル技術、木造高
層建築、見える化技術）
●健康・福祉（ユニバーサルデザイン、ジェンダー対応、高齢者対
応、各種手摺、住宅介護設備、アシストロボット、移動、昇降設備、
段差解消、高齢者・身障者向け住宅設備・機器，各種サイン・照明、
見守り技術）　　　●屋上・壁面緑化　　　●熱環境建材

●（（公財）マンション管理センター
●（公社）ロングライフビル推進協会
●（公財）住宅リフォーム・紛争処理支援センター
●（一財）ベターリビング
●（一社）マンションリフォーム推進協議会
●その他、後援団体のプレゼン

●コンバージョン　●200年住宅、団地再生
●コンバージョン技術・手法

●建築関連教育機関　●工業専門学校　●大学 ・ 大学院
●リフォーム業界　　●学生企業研究コーナー

●マンション排水管更新更生工法
●給排水管ライニング再生技術　●増圧直結給水システム
●防災拠点設備システム　●設備改修仮設工法　●空調設備
●給排水管補修 ・ 補強　　●設備機器更新

［テーマ］　GX・DX推進がひらく建築ストックの未来
　ー S D G s の 達 成 に 向 け て ー

出 展 対 象 分 野
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特別セミナー会場

調査・診断技術
実演展示

巨大地震防災展示

マンション大規模
改修展示

ビルまるごと
総合改修展示

会場ゾーニングイメージ
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出 展

対 象
マンション改修の防災対応から

カーボンニュートラルまで
〈太陽光発電 ・ 風への対策〉

大人気2大展示 今回も展示予定！

マンション改修村 マンション大規模修繕ゾーン
（一社）マンションリフォーム推進協議会 REPCO「見て、触れて、参加して、みなさんと楽しむ空間

です！」をキャッチフレーズに、13回目の出展を

予定！
「誰でもわかる改修セミナー」と題した、

マンション改修に関する様々なセミナーを開催！

個別相談も!!

性 

能

補
修

修
繕

改
良 経年

１回目の

大規模修繕
概ね12年目

2回目の

大規模修繕
概ね24年目

劣
化

補
修

修
繕

改
良

3回目の

大規模修繕
概ね36年目

補
修

修
繕

改
良

改
修
工
事

改
修
工
事

改
修
工
事

一
般
的
住
宅
水
準

社会の変化などにより
向上していく住宅　水準

○回を重ねるごとに、改良の割合を大きくした改修工事とすることが大切○

100年長寿命マンションの維持修繕と改修



いよいよ本格化する建築再生ビジネス
建築再生市場の最先端フォーラムとして要チェック!!

□2024 テーマは検討中！□

□前回（2023）特別セミナー

2024

●1日目　　5月31日㈬

リフォームによるCO2削減効果の見える化 清家 剛氏（東京大学 教授）

●基調講演●建築分野のカーボンニュートラル実現に向けた国等の最近の動き 伊藤 明子氏（（公財）住宅リフォーム ・ 紛争処理支援センター 顧問）

集合住宅外断熱改修とその効果 坊垣 和明氏（東京都市大学 名誉教授）

BIMを使った大規模修繕事例 立岡 陽氏（㈱イントロン 代表取締役）

グリーン改修：著名建築家の住宅の断熱改修 柿沼 整三氏（ZO設計室（ゾー設計室）代表取締役）

●2日目　　6月1日㈭

●基調講演●建築分野のＤＸについて ～ＢＩＭによる建築確認を契機に～ 宿本 尚吾氏（国土交通省 住宅局建築指導課長）

赤外線を用いたドローンによる改修のための劣化診断 佐藤 大輔氏（㈱コンステック 技術本部 構造ソリューション部 技術企画室 室長）

実建物への高密度センシングの適用と活用に向けて 伊山 潤氏（東京大学 大学院工学系研究科建築学専攻 ・ 准教授）

管理組合が取り組む、高経年高層マンションの給排水・給湯設備等の大
規模修繕工事

平井 裕一朗氏（K マンション管理組合 営繕専門委員会 委員長）

脱炭素コンクリート 野口 貴文氏（東京大学 教授）

脱炭素社会に向けた、非住宅建築の木造・木質化
～日本初の純木造高層耐火建築物　Port Plus大林組横浜研修所～

石坂 ゆい氏
（㈱大林組 建築本部本部長室生産企画部生産企画課 兼 木造 ・ 木質推進部）

●3日目　　6月2日㈮

●基調講演●高経年マンションの長期マネジメント計画にむけて 秋山 哲一氏（東洋大学 名誉教授）

超高層マンションのメンテナンス・管理計画 永井 香織氏（日本大学 教授）

「第三者管理方式」～ “開かれたマンション管理” の実現方法 恒吉 正俊氏（㈱長谷工コミュニティ 業務推進部 smooth-e運営課 担当部長）

コロナ禍におけるマンションの感染防止とテレワーク対応 山本 佳嗣氏（東京工芸大学 准教授）

太陽熱・太陽光を利用した給湯システムのZEB化の可能性 長谷川 巌氏（㈱日建設計 エンジニアリング部門 設備設計グループ シニアダイ

レクター）

◎建築再生の価値創出とＥＳＧ，ＳＤＧｓ
◎マンション管理の適正化に向けた取組
◎建築再生を可能にする排水システムの提案と性能検証
◎団地型集合住宅を核とした エリア再生の取組み
◎マンション長寿命化と建築保全標準（JAMS）
◎ カーボンニュートラル　脱炭素社会実現のためのZEB・

ZEHの重要性
◎コロナ対応住宅 改修のポイント
◎建築ストックの再生と未来（資産）価値の向上
◎超高層マンションの大規模修繕
◎渋谷駅、東京駅、新宿駅の空間構造について

◎再生と未来価値
◎再生技術とリノベーション
◎再生と環境価値・健康価値・レガシー
◎木の建築の新しい試み
◎被災したその日のために備えるTIME LINE
◎マンションの長期修繕計画　12年を18年周期に延ばす材料・工法
◎建築の調査診断におけるドローンの応用
◎見える化と改修によるウェルネスオフィスづくり
◎ビル空調リニューアル
◎リファイニング建築
◎劣化した歴史的コンクリート構造物の保存（軍艦島）
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●新聞報道 ： 約30 紙

●バリュープレスに配信

●マスコミ各社（86社）にプレスリリース送付

●来場案内パンフレット 約2.5万枚

●マンション管理センター会報

　  ４、 ５月号（各11,000×２回）で送付

● Yahoo,Google ディスプレイ広告、 リスティ

ング広告、 バナー広告 ２〜５月

●RR オフィシャルサイト（rrshow.jp）による PR

◯出展社名 ・ 出展内容を具体的に掲載

◯フォームによる 事前受付け　他

◯出展社サイト、 後援団体サイト、 展示会サイト、

   イベント情報誌 ・ サイトへ掲載等

□プロモーション

□出展社一覧

□第27回 R&R建築再生展2023［88社 ・ 団体］

実績

アーキスタジオ川口一級建築士事務所

　＋タケダ造園

○アトリエ 4A

├森林認証�緑の循環認証会議

│　（SGEC/PEFC�ジャパン）

└GL建設㈱

○㈱アイラム

└（一社）輻射冷暖房普及促進協会

伊藤製作所㈱／（一社）静音技術工法普及協会

SFA�Japan㈱

ENECHANGE㈱

ケーアンドイー㈱

㈱ケツト科学研究所

(一社)建築防水安全品質協議会（CWA）

工学院大学�建築学部

コスミック工業会

㈱コンステック

㈱サンコウ電子研究所

シーカ・ジャパン㈱

○㈱秀カンパニー

└㈱SI ソーラー

(一社)住宅リフォーム推進協議会

スリーエステクノ㈱

㈱セラフ榎本

大規模修繕工事・優良職人支援機構（RAS）

○ダイフレックス防水工事業協同組合

└スプレーウレタン・ウレア工業会

（一社）建物調査診断受託センター（TJC）

DM カードジャパン㈱

㈱T.D.S

東京大学�建築材料研究室

○㈱東京建物リサーチ・センター

└㈱神奈川建物リサーチ・センター

東京都塗膜防水技能検定協議会

（東京都塗膜防水技能士会）

東京理科大学〈伊藤拓海研究室、 今本研究室、

兼松研究室、 橋本研究室〉

長岡造形大学�建築 ・環境デザイン学科

日本仮設㈱

特定非営利活動法人日本管更生工業会

日本建築仕上学会

日本大学�生産工学部建築工学科

日本デコラックス㈱

○日本バウビオロギー研究会

└前橋工科大学

長谷工グループ

㈱ハマキャスト�

㈱ピアレックス・テクノロジーズ

㈱P ・ C・ Gテクニカ

フルハシ EPO㈱

(一財) ベターリビング

◯（一社）防水アーカイブズ資料館

├日本建築学会防水アーカイブ WG

├ルーフネット

├日本の防水と雨仕舞の歴史館

├日本茅葺き文化協会

├世田谷区民家園ボランティア茅葺研究所

├近江神宮燃水祭世話人会

├近江神宮

└（NPO）匠リニューアル技術支援協会

㈱マルナカ

ものつくり大学

(公社)ロングライフビル推進協会

●マンションリフォーム推進協議会

REPCO大規模修繕ゾーン

┌㈱シミズ・ビルライフケア

├日産自動車㈱

├㈱日立ビルシステム

└九州電力㈱

エスケー化研㈱

（公財）住宅リフォーム紛争処理支援センター

新日本リフォーム㈱

YKK�AP㈱

●マンション改修村Part12

├建物診断設計事業協同組合

├㈲アウトインサービス

├関西ペイント販売㈱

├（一社）機能性外壁改修工業会

├㈱グッド

├コニシ㈱

├コニシベステム工業会

├シーカ・ジャパン㈱

├㈱スワニーコーポレーション

├全国ビルリフォーム工事業協同組合

├タキロンマテックス㈱

├日本設備工業㈱

├日本ビソー㈱

├ユニチカトレーディング㈱

├㈱ライコム

└リノ・ハピア㈱
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34 年に渡る開催実績

今年が第28回目となります!!



実績

回　数 年 名　称

第1回 平成元年 リフォームテクノショー’89

第2回 平成2年
リフォームテクノショー’90
（BELCA�テクノフェア90）

第3回 平成4年 リフォームテクノショー’92

第4回 平成6年 リフォームテクノショー’94

第5回 平成9年 建築リフォーム＆リニューアル展’97

第6回 平成12年 建築リフォーム＆リニューアル展

第7回 平成13年 建築リフォーム＆リニューアル展

第8回 平成14年 建築リフォーム＆リニューアル展

第9回 平成15年 建築リフォーム・リニューアル・コンバージョン展

第10回 平成16年 建築リフォーム・リニューアル＆コンバージョン展

第11回 平成17年 建築リフォーム＆リニューアル展

第12回 平成18年 建築リフォーム＆リニューアル展

第13回 平成19年 建築リフォーム＆リニューアル展

回　数 年 名　称

第14回 平成20年 建築リフォーム＆リニューアル展

第15回 平成21年 リジェネレーション・建築再生展

第16回 平成23年 R&R�建築再生展�2011

第17回 平成24年 R&R�建築再生展�2012

第18回 平成25年 R&R�建築再生展�2013

第19回 平成26年 R&R�建築再生展�2014

第20回 平成27年 R&R�建築再生展�2015

第21回 平成28年 R&R�建築再生展�2016

第22回 平成29年 R&R�建築再生展�2017

第23回 平成30年 R&R�建築再生展�2018

第24回 令和元年 R&R�建築再生展�2019

第25回 令和3年 R&R�建築再生展�2021　オンライン

第26回 令和4年 R&R�建築再生展�2022

第27回 令和5年 R&R�建築再生展�2023

□展示会開催実績

□後援団体

国土交通省

独立行政法人都市再生機構

独立行政法人住宅金融支援機構

（一社）日本建築学会

(一社)板硝子協会

(公社) インテリア産業協会

ウレタンフォーム工業会

(一社)ＡＬＣ協会

押出発泡ポリスチレン工業会

(一社)外壁複合改修工法協議会

硝子繊維協会

キッチン ・バス工業会

(公財)共用品推進機構

(一財)経済調査会

(一財)建材試験センター

(一財)建設物価調査会

(一社)建築開口部協会

(一社)建築研究振興協会

(一社)建築 ・住宅国際機構

(一社)建築設備技術者協会

(一社)建築設備綜合協会

(一財)建築保全センター

(一社)公共建築協会

(一財)高齢者住宅財団

(一財)住宅 ・建築ＳＤＧｓ推進センター

(一財)住宅生産振興財団

(一社)住宅生産団体連合会

(一社)住宅リフォーム推進協議会

(公財)住宅リフォーム ・紛争処理支援センター

(一財)省エネルギーセンター

(一社)新都市ハウジング協会

(一社)石膏ボード工業会　

せんい強化セメント板協会

(一社)全国管洗浄協会

(一財)全国建設研修センター

(一社)全国建設室内工事業協会

(一社)全国タイル業協会

全国タイル工業組合

全国ビルリフォーム工事業協同組合

(一社)全国防水工事業協会

全国マスチック事業協同組合連合会

(一社) ソーラーシステム振興協会

NPO法人�耐震総合安全機構

(一社)団地再生支援協会

(公財) テクノエイド協会

(一社)東京ガラス外装クリーニング協会

東京都左官組合連合会

(一社)日本医療福祉設備協会

(公社)日本インテリアデザイナー協会

(一社)日本インテリアプランナー協会

日本ウレタン建材工業会

(一社)日本エクステリア工業会

(一社)日本オーニング協会

日本屋外収納ユニット工業会

(一社)日本家具産業振興会

(一社)日本ガス協会

特定非営利活動法人�日本管更生工業会

日本金属笠木工業会

日本金属サイディング工業会

(一社)日本空調システムクリーニング協会

(一社)日本建材 ・住宅設備産業協会

(一社)日本建設業連合会

(公社)日本建築家協会

(一社)日本建築構造技術者協会

(一社)日本建築材料協会

日本建築仕上学会

日本建築仕上材工業会

(一社)日本建築士事務所協会連合会

(公社)日本建築積算協会

(一社)日本建築設備診断機構

(一財)日本建築センター

(一社)日本建築大工技能士会

(一社)日本建築美術工芸協会

(一財)日本建築防災協会

(一社)日本左官業組合連合会

(一社)日本サッシ協会

日本ＧＲＣ工業会

(一社)日本色彩学会

(一社)日本シヤッター ・ ドア協会

(一社)日本住宅協会

日本住宅パネル工業協同組合

(一社)日本住宅リフォーム産業協会

日本樹脂施工協同組合

(一社)日本照明工業会

日本水道鋼管協会

特定非営利活動法人�日本外断熱協会

日本暖房機器工業会

(一社)日本ツーバイフォー建築協会

(一社)日本DIY ・ ホームセンター協会

(一社)日本塗装工業会

(一社)日本塗料工業会

NPO法人�日本剥離洗浄技術協会

(公社)日本ファシリティマネジメント協会

(一社)日本福祉用具供給協会

(一社)日本壁装協会

(一社)日本窯業外装材協会

発泡スチロール協会

(一社)不動産流通経営協会

フリーアクセスフロア工業会

(一社)プレハブ建築協会

(一財)ベターリビング

(一社)マンション管理業協会

(公財)マンション管理センター

(一社)マンション計画修繕施工協会

マンションリフォーム協同組合

(一社)マンションリフォーム推進協議会

(一社) リビングアメニティ協会

(公社) ロングライフビル推進協会
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長谷工グループ

長谷工が考えるＭａ再生のこれから

“都市と人間の最適な生活環境を創造し、 社会に

貢献する” の企業理念をリフォーム＆リニューア

ルに反映させて取り組みを続ける、 リノベーショ

ン事例を紹介。 マンションの EV 技術と改修、 イ

ンテリアリフォーム相談、 大規模修繕から内装リ

フォーム、 すべて回答を用意してブース内は常時

満員の盛況に。 今回もトップの座は揺るがず堂々

の１位。

補助金活用で窓は断熱 ・ ドアは耐震

窓の断熱・ドアの耐震、比較体感展示で関心を集めた。ヒトだけでな
く、熱・風の出入りが多い開口部（窓・ドア）は省エネ改修、リフォーム＆
リニューアルのキモ。健康にやさしく家計にもやさしい改修、そして災
害時の対策までを幅広く提案した。住まいの安全安心の実現への入
り口としてアピールし、ブースには来場者が列をなした。

ワンストップ・ソリューション ・ サプライヤー

日本シーカ、 ダイフレックス、 ディックプルーフィング、 シーカ・ハマタ
イト、 シーカハマタイト販売の 5社が統合して 2023年4月に発足
早々の第3位。 統合によるシナジー効果を最大に活かし、 まさに“ワ
ンストップ”で“ ソリューション”を提供する企業として、 リフォーム＆リ
ニューアルの幅広い需要に応じる可能性を示した。

シーカ ・ ジャパン㈱YKK AP㈱
（REPCOゾーン）

1

2 3

10

実績

□前回（第27回）来場者アンケート投票による人気ブースランキング



10 11

実績

㈱P・C・Gテクニカ

軍艦島コンシェルジュ

11 位 T.D.S㈱

12 位 ものつくり大学

13 位
（一社） 大規模修繕工事 ・ 優良職人支援機構
（RAS）

14 位 日本設備工業㈱（マンション改修村Part12）

15 位 日本仮設㈱　／　㈱マルナカ

17 位

エスケー化研㈱（REPCOゾーン）

㈱コンステック

タキロンマテックス㈱
（マンション改修村Part12）

20 位 ㈱グッド（マンション改修村Part12）

㈱シミズ・ビルライフケア／日産自動車㈱
㈱日立ビルシステム／九州電力㈱

工学院大学 建築学部 コニシ㈱

　日本ビソー㈱
ダイフレックス防水工事業協同組合

スプレーウレタン・ウレア工業会

マンション改修村Part12マンション改修村Part12

マンション改修村Part12

REPCOゾーン

4

6

5

7

8 9 10
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【出 展 料 ・ 小 間 規 格】 一般小間１小間＝400,000円（＋消費税10％）
 　　　　　　　　　　　    間口2.97m×奥行2.97m×高さ 2.7m

 ※�小間代には装飾費（カーペットなど）、 光熱費、 施設費などは含まれません。

� ※�各出展の小間位置は、 ゾーン指定、 出展内容（実演などの有無）、 出展規模出展申込順

などを考慮し、 主催者が決定します。

 ※�2024年1月末日までにお申込みになり、 かつ、 2024年2月末までにお支払いい

ただく場合、 20％割引とさせていただきます。

【募　　集　　小　　間】 350小間（予定）

【申　　込　　締　　切】 2024年3月29日

【支　　払　　方　　法】 請求書の到着後、 支払い期限までに指定銀行へお振り込み下さい。

 ※今回のご請求から株式会社テツアドー出版が代行させていただきます。

 支払い期限 ： 2024年4月30日

【出展取り消しについて】 出展申込書提出後のキャンセルは原則として認められません。

� ただし事務局がやむを得ないと認めた場合は、下記の基準でキャンセル料を申し受けます。

 

キャンセル意志表示の時期 キャンセル料

2024年2月29日～ 3月29日 出展料の   60％

2024年3月30日～ 4月29日 出展料の   80％

2024年4月30日～ 出展料の 100％

 ※�出展小間数が 300小間に満たない場合または、 災害などの影響により開催を延期または中止する場合

があります。

【装飾パッケージ料金】 ※価格は装飾費のみです。

 

社名表示パラペット 蛍光灯

W=2.97×D=2.97×H=2.7パイプイス
受付カウンター

① パラペット（白）
② カーペット（別紙参照）
③ 蛍光灯／40w×2灯
④ 受付カウンター／1台（リース品）

⑤ 貴名受／1ヶ
⑥ パイプイス／1脚
⑦ 社名板／1枚
　　　統一書体（10文字以内）
⑧ 取付・撤去・運搬費

① パラペット（白）
② カーペット（別紙参照）
③ 蛍光灯／40w×4灯
④ 受付カウンター／1台（リース品）

⑤ 貴名受／1ヶ
⑥ パイプイス／1脚
⑦ 社名板／1枚
　　　統一書体（10文字以内）
⑧ 取付・撤去・運搬費

W=5.94×D=2.97×H=2.7
※ブースはレンタルです。 ※ブースはレンタルです。

パイプイス

社名表示パラペット 蛍光灯

床・カーペット貼り
床・カーペット貼り

■パッケージ内容 ■パッケージ内容

２小間タイプ 本体価格 ￥220,000.（＋消費税10％）別料金1小間タイプ 本体価格 ￥130,000.（＋消費税10％）別料金

受付カウンター

建築再生展組織委員会 事務局
☎03-3228-3401  FAX 03-3228-3410  E-mail info@refo.co.jp
〒165-0026 東京都中野区新井1-34-14　㈱テツアドー出版内

お問い合わせ ・ お申し込み

出展要項
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出展のご案内
出展申込書在中
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建築再生展
第28回 リフォーム&リニューアル

主催：建築再生展組織委員会
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